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の 10 項目）とAssertion 尺度（「…言う」「…
と頼む」「…伝える」など、自分の意見・考え、
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の 2006 年度と 2007 年度の入学者で、1年次と
4 年次の 4 尺度のデータが揃っている学生 83







1年次前期（2006 年 4～5月）と 4年次後期（2009
年 12 月）の 2回である。2007 年度入学生に関
しては、1 年次前期（2007 年 4 月）と 4 年次










及び 4 年次の 4 類型の人数を比較した（表 1
参照）。なお、本研究では、被験者数が少ない
ため、2006 年度～2010 年度のＪ学科の 1年次
前期の調査データに基づいて算出した中央値
を基準として高低に分けた（共有経験の中央
値＝ 5.3、不全経験の中央値＝ 3.7、n＝ 737




れなかった（χ2 ＝ 3.026，df ＝ 3，ns ）。
表 1．共感経験類型別人数（1） 
両　向 共　有 不　全 両　貧
1年次 16 24 20 14
4 年次 19 24 23 8
※中央値と同じ値の被験者は集計から除外した。
表 2．共感経験類型別人数（2）
4　年　次                                   
両向 共有 不全 両貧 計




共有 4 15 3 2 24    
不全 3 1 13 3 20
両貧 5 4 3 2 14     
計 19 24 23 8 74  
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表 3．共感経験尺度の平均と標準偏差    





































　そこで、試みに 1 年次前期・2 年次後期・3
年次後期・4年次後期のアサーションのデータ
の揃っている学生を対象に各学年間の変化を
検討してみた。表 5は 1 年次～4年次の平均と
標準偏差を示したものである。
表 4　Restriction と Assertion の平均と標準偏差 















表 5　各年次でのアサーションの比較（n=65 ）        
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の結果、Restriction では 1 年次が他の年次よ
り高かったが、2～4 年次の間に差は見られな
かった。また、Assertion においては 2～4 年
次がいずれも 1年次より高かったが、2～4 年
次の間に差は見られなかった。このことから、












































後者のみで 4 年次＞ 1 年次であった。この点
については後にふれたい。
4　授業観について
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アサーション 共感経験 教師指導性 授業観






不全経験 0.094 -0.160 -0.355
教
師
児童との交流 -0.212 -0.000 0.334 -0.170
指導・注意 -0.339 0.352 0.257 -0.159 0.520




内容発展 0.032 0.120 0.375 -0.060 0.412 0.197 0.201
授業展開 -0.086 0.139 0.288 -0.126 0.349 0.304 0.220 0.678
授業形式 0.050 0.048 0.244 -0.010 0.290 0.317 0.125 0.642 0.716
学習量効率化 0.097 0.007 0.091 0.049 0.181 0.094 0.307 0.292 0.486 0.384
表 9．尺度間の相関（4年次） 
アサーション 共感経験 教師指導性 授業観






不全経験 0.080 -0.170 -0.302 
教
師
児童との交流 -0.225 0.189 0.563 -0.166 
指導・注意 -0.500  0.387 0.418 -0.149 0.545




内容発展 -0.105 0.239 0.446 -0.140 0.338 0.288 0.418
授業展開 -0.067 0.197 0.418 -0.131 0.288 0.324 0.374 0.738
授業形式 -0.036 0.085 0.359 0.092 0.319  0.236 0.249 0.515 0.474
学習量効率化 0.269 -0.081 0.173 -0.097 0.061 -0.031 0.190 0.268 0.393 0.247
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と大きな相違点があった。表 10 は、2 つの結
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共感経験 4類型の人数比 ns ns
アサーション Restriction ns ＞
Assertion ns ＜
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⒀ 教師の発問が、そのまま子どもの追求したい内容になるように工夫されている。  
授業展開
⑾ 1時間の授業が、「導入」「展開」…「まとめ」などから構成されている。  
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